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通常、理科の授業方法は、客観的な知識をいかに教えられるかという視点、すなわち教師の側の視点から検討され

ている。しかし、そのような観点から検討するだけでは、理科における多様な学びの可能性を狭めてしまう。本稿で

は、視点を変え、われわれがどのようにものごとを学んでいるのかについて示唆を与えてくれる佐伯（1978）の「擬
人的認識論」をたよりに、身体性を伴った理科学習について考察する。取り上げるのは、身体を使って理科を学ぶこ

とを目的とし、ダンサーがワークショップ形式の授業を行う「ダンスで、理科を学ぼう」という実践における、小 5
「流れる水のはたらき」の授業である。考察からは、身体性を伴った理科学習について、ひとつひとつの事例にそく

し、丁寧に考察してゆく必要があることと、通常の形式の授業で行ってきたことを、身体性を伴った学習でいかに覆

すことができるかという発想からではなく、身体性と理科の概念がどのように関連しているのかという発想から事例

研究を重ねる必要があることが明らかとなった。
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1. はじめに 

 本稿では、身体を使って理科を学ぶことを目的とし、

ダンサーがワークショップ形式の授業を行う「ダンスで、

理科を学ぼう」という実践の一事例を取り上げ、従来の

理科学習では十分に議論されていない身体性を伴った

学習という観点から考察し、身体性を伴った理科学習を

研究する出発点となる視座を示すことを研究の目的と

する。

 なお、詳しくは後述するが、本稿における身体性を伴

った学習とは、身体を使って何かに「なってみる」等、

積極的に身体を活用しながらの学習である。ノートをと

ることや何かを考えることも、自分の身体が行うことで

あり、素朴にはそうした行為も身体性を伴った学習だと

言える面はあるが、本稿ではより積極的な身体の活用に

ついて焦点をあてる。

 

2. 理科学習における多様な学びの可能性 

 身体性を伴った理科学習の一事例を取り上げるに先

立って、はじめに通常の理科学習のあり方を概観し、そ

こを出発点として、身体性を伴った理科学習について考

察する。そして、本章で考察したことを手がかりに、次

章以降、具体的な事例をみてゆくこととする。

2.1．理科の授業は通常どのように行われているか 

 理科の授業は通常どのように行われているだろうか。

言い換えれば、理科の授業において、教えたい事柄はど

のように教えられているだろうか1。

 左巻（2004）は、理科の授業には、大きく分けて、「（1）
講義を中心とした教師からの問いかけを重視した方法」、

「（2）子どもとのやりとりを中心とした子どもの考え
を重視した方法」、「（3）実験を中心とした子どもの技
能を重視した方法」の 3 つのタイプがあるとまとめて
いる2。これらの方法を用いると、それぞれどのような

授業になるだろうか。（1）の方法による授業は、教師
が教科書等を参考にあらかじめ用意しておいた発問を

し、それに子どもたちが答えてゆく形で進む授業になる

だろう。実際の授業においては、板書された重要な事柄

を子どもたちが積極的にノートに書き込む様子が思い

浮かぶ。なお、広く考えれば、仮説実験授業3の方法は

ここに分類されると考えられる。（2）による授業は、
実験を行う際に、結果についての予想を子どもたちに話

し合わせた上で実験をさせ、結果を確かめさせる授業や、
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